
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 41号 2020年 1月 1日 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
、
理
事
・班
長
さ
ん
は

じ
め
、
町
会
の
活
動
に
ご
協
力
賜
り

ま
し
た
こ
と
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
は
、子
年
（

 

庚
子
）、新
し
い
も
の

を
作
ろ
う
と
さ
れ
る
年
、と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。昨
年
頭
に
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
防
災
活
動
を
や
ろ
う
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。
一
月
に
は
、
溝
口
六
町
内

会
、高
津
小
教
職
員
・Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

区
職
員
か
ら
な
る
、避
難
所
運
営
会

議
（ 

委
員
長
：
弊
職
）を
設
立
。
下
部

組
織
に
六
つ
の
運
営
班
を
置
き
、
町

会
役
員
に
担
当
願
い
ま
し
た
。
六
月

に
は
、
第

一
回
避
難
所
設
営
訓
練

を
、高
津
小
で
実
施
。
六
月
二
十
八

日
の
第
二
回
訓
練
に
向
け
て
、
班
ご
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秋

の

台

風

十

九

号

は

、

近

隣

を

含

め

て

未

曽

有

の

被

害

を

も

た

ら

し

ま

し

た

。

今

回

は

、

こ

れ

を

教

訓

に

、

多

摩

川

の

堤

防

が

決

壊

し

た

時

の

水

害

予

想

の

ハ

ザ

ー

ド

マ

ッ

プ

を

元

に

、

皆

さ

ん

の

住

ま

い

で

の

洪

水

の

程

度

と

、

建

物

倒

壊

の

恐

れ

を

確

認

。

高

津

小

へ

の

避

難

か

、

二

階

以

上

へ

の

垂

直

避

難

を

学

び

ま

し

た

。 

 

非

常

用

発

電

機

を

会

館

の

電

気

回

路

に

接

続

、

照

明

他

へ

通

電

と

、

 

十
二
月
十
五
日
（ 

日
）、
町
会
会
館
で
、
各
地
域

の
責
任
者
の
理
事

・
班
長
等
46
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

と
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
確
認
と
、同

校
に
あ

っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、秋
の
台
風
十
九
号
は
、近

隣
に
多
大
の
被
害
が
生
じ
、命
の
危

険
を
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
れ
ま
で
は
、地
震
を
メ
イ

ン
に
し
て
い
た
の
が
、
風
水
害
の
課

題
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。都
市
型

河
川
に
は
、
巨
大
な
遊
水
設
備
が

望
ま
れ
ま
す
が
、私
た
ち
で
で
き
る

教
育
、訓
練
、資
機
材
の
充
実
を
基

本
に
、災
害
に
強
い
町
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集 

 
学
生
や
仕
事
を
お
持
ち
の
若
者

で
、避
難
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
町
会
へ
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。避
難
所
は
、高
津

小
全
域
（
一
部
立
ち
入
り
禁
止
区

域
あ
り
）。震
度
六
弱
以
上
の
地
震

か
市
長
の
指
示
が
あ
っ
た
と
き
に

開
設
さ
れ
ま
す
。
総
務
、
情
報
広

報
、施
設
物
資
、保
健
救
護
、環
境

衛
生
、食
料
に
関
す
る
仕
事
が
あ

り
ま
す
。 

親子で受水 

テントを組み立て 

住

民

の

ス

マ

ホ

等

の

バ

ッ

テ

リ

ー

へ

の

充

電

を

操

作

。

飲

料

水

は

、

定

期

検

査

を

行

い

、

安

全

で

良

質

な

井

戸

か

ら

、

会

館

備

蓄

の

十

㍑

容

器

へ

受

水

。

電

気

と

飲

料

水

は

、

町

会

が

確

保

で

き

て

い

る

こ

と

を

確

認

し

て

も

ら

い

ま

し

た

。 

 

続

い

て

町

会

の

防

災

用

品

か

ら

、

ト

イ

レ

と

テ

ン

ト

（

ト

イ

レ

や

更

衣

室

ほ

か

用

）

を

組

み

立

て

、

最

後

は

、

非

常

食

（

α

米

と

芋

煮

）

を

楽

し

み

ま

し

た
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恒例・バス旅行 

垂

直

避

難

で

す

。

皆

さ

ん

、

正

し

い

行

動

を

と

っ

て

く

だ

さ

い

。 

 

消

防

車

で

啓

発

活

動

を

行

い

、

器

具

置

き

場

で

待

機

。

平

瀬

川

の

浸

水

の

恐

れ

が

あ

り

、

土

嚢

を

運

搬

。

高

津

小

へ

の

避

難

者

が

増

え

、

同

校

内

の

備

蓄

倉

庫

か

ら

、

毛

布

ほ

か

を

運

搬

。

グ

ラ

ン

ド

は

、

水

が

膝

ま

で

あ

り

ま

し

た

。

道

路

公

園

セ

ン

タ

ー

か

ら

も

、

毛

布

を

運

搬

。

夕

方

、

ポ

ン

プ

車

で

排

水

。

翌

朝

ま

で

、

活

動

し

ま

し

た

。

翌

日

は

、

下

水

の

土

砂

の

搬

出

に

協

力

。 

 

当

日

は

、

手

ぶ

ら

で

避

難

さ

れ

た

方

が

多

か

っ

た

で

す

が

、

水

害

で

は

時

間

が

あ

り

ま

す

。

飲

食

物

そ

の

他

を

携

行

し

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

町

会

南

部

は

、

 

秋
の
台
風
十
九
号
で
は
、近
隣
に
も
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。大
活
躍
さ
れ
た
消
防
団
に
、助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

今

回

の

旅

行

は

、

会

館

の

融

資

返

済

が

完

了

し

再

開

し

て

、

四

回

目

。

高

津

小

前

か

ら

、

大

型

バ

ス

で

、

鹿

島

神

宮

へ

。

皆

さ

ん

で

参

拝

、

さ

ざ

れ

石

な

ど

を

見

学

後

、

銚

子

港

で

海

鮮

料

理

の

昼

食

。

食

後

は

、

同

港

で

水

揚

げ

さ

れ

た

鮮

魚

や

加

工

品

な

ど

を

物

色

、

11 月 11 日（月） 

町会から26人参加 

掲

示

板

 

■

編

集

後

記

■ 

年

末

に

台

湾

に

出

張

し

ま

し

た

。

台

北

は

気

温

・

湿

度

が

高

く

て

、

雨

も

よ

く

降

る

の

で

、

植

物

に

と

っ

て

は

天

国

。 

公

園

や

学

校

は

じ

め

歩

道

の

街

路

樹

や

道

路

の

中

央

分

離

帯

に

も

。

好

き

な

木

は

南

国

感

高

ま

る

ガ

ジ

ュ

マ

ル

で

す

。

台

湾

旅

行

お

す

す

め

で

す

。

（ 

Ｓ

．
Ｒ

） 

■■■■

鈴

木

輝

雄

鈴

木

輝

雄

鈴

木

輝

雄

鈴

木

輝

雄

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル    

西

高

津

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長

や

区

Ｐ

会

長

を

歴

任

。

高

津

子

ど

も

ま

つ

り

の

主

催

な

ど

に

尽

力

。

消

防

団

で

は

29

年

を

経

て

、

平

成

三

十

年

四

月

か

ら

現

職

。

本

職

は

葬

祭

業

、

２

男

１

女

の

父

。

59

才

。    

1 月 

スマホ決済･キャッシュレス講座 

2 月 

1 2

３月 

広報委員／ 山田八栄子･林 美代子･齋藤倫平 

波根正城･星野憲司･鈴木輝雄 

「そうだったのか、スマホ！」の声 

 

九

月

二

十

日

、

５

名

の

参

加

者

で

実

施

し

ま

し

た

。

知

ら

な

く

て

も

い

い

と

思

っ

て

い

た

こ

と

が

意

外

に

自

分

に

関

係

あ

る

こ

と

だ

と

解

っ

た

、

と

感

想

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

い

ま

さ

ら

聞

け

な

い

「

ス

マ

ホ

と

は

実

は

何

な

の

か

？

」

と

い

う

お

話

か

ら

し

ま

す

。

ま

た

や

り

ま

す

の

で

ぜ

ひ

覗

い

て

く

だ

さ

い

。(

波

根)
 

油

を

手

に

入

れ

ま

し

た

。

同

工

場

か

ら

は

、

記

念

に

醤

油

を

い

た

だ

き

、

旅

行

の

土

産

も

同

じ

で

、

醤

油

づ

く

し

の

旅

で

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

、

来

年

も

お

願

い

し

ま

す

と

。

千

葉

県

の

早

期

復

興

を

祈

念

し

た

旅

で

し

た

。 

土

産

を

購

入

。 
午

後

か

ら

は

、

ヤ

マ

サ

醤

油

味

わ

い

体

験

館

を

訪

問

。

醤

油

の

で

き

る

工

程

を

見

学

。

お

せ

ん

べ

い

を

焼

い

た

り

、

多

様

な

醤

鹿島神宮に参拝 

昼食に舌ツツミ 

 

醤油工場見学 

は じ め て ス マ ホ 

第二町会 PC 指導部 

開催 


